
 

 

オンライン授業補助システムの Zoom Apps化と 
そのユーザービリティ評価 

Conversion of an Online Class Assistance System to Zoom Apps and Its Usability Evaluation  
 

抜山雄一* 喜多敏博* 
      Yuichi Nukiyama*  Toshihiro Kita* 

 

*熊本大学 
*Kumamoto University 

 

＜あらまし＞ 本研究では, リフレクションを促すためのシステムを Zoom Apps化した. これ
によって, システムをオンライン会議中にシームレスに利用できるようになった. そして, シ
ステムのユーザービリティを, インストラクショナルデザイナーによるヒューリスティック分
析で評価した. その結果, 美的で最小限の設計やヘルプとドキュメント化の点などが評価され
た．その一方で, テキストマイニング手法の解説の丁寧さに課題があることが明らかとなった.  
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1. はじめに 

2019 年末からはじまったコロナ禍によっ
て, 各種学校の授業や企業の研修が相次いで 
オンライン授業化された. 人材育成に携わる
多くの人々の創意工夫によって, 学習が継続
された. さらに, 学習の時間的, 地理的, 空
間的制約からの解放をもたらした. その反面, 
オンライン授業では教授者や学生同士とのや

り取りが少ないことが課題であり, ディスカ
ッションを含む授業の工夫が求められている

（文部科学省 2023）.  
抜山・喜多（2022）は, Zoomを用いたオン

ライン授業では音声情報の取得が容易である

ことに着目し, オンライン授業におけるディ
スカッションの音声情報にテキストマイニン

グを施し, その結果を学習者に提示してリフ
レクションを促すことを目指したシステム

（Text Mining for Reflection, 以下 TMR）を
開発した. TMRは実験段階のシステムであり, 
第三者利用を想定した作りではなかった. そ
こで本研究では, TMRを Zoom Apps化する
ことで第三者提供を可能にする . そして , 
TMR のユーザービリティをインストラクシ
ョナルデザイナー（以下, IDer）によるヒュー
リスティック分析で評価する.  

 
2. システム概要 

2.1. Zoom Apps 
Zoom Appsとは, Zoomデスクトップクラ

イアントに統合されたアプリケーションのこ

とである（図１）. Zoom Appsは Zoomデス

クトップクライアントから起動・操作できる

ため, ユーザーは Zoom 以外のアプリケーシ
ョンと操作を切り替える必要がない. また,
ミーティングの参加者などの情報にアクセス

するための Zoom Apps用 APIが提供されて
おり, Zoom ミーティングとシームレスに連

携できる. 本研究では TMRを Zoom Apps化
した.  

2.2. システム構成 

Zoom Apps（TMR）の実態は, Zoom inc.に
認証された Web アプリケーションである. 
TMR のハードウェア環境は, メモリ１GB, 
vCPU１コアの Azure Web Appsである. OS
は Linux, Web サーバーは Gunicorn を用い
ている． 

TMR本体は PythonおよびWebアプリケ
ーションフレームワークの Flaskで構成され
ている. このWebアプリケーションは, Zoom
の認証サービス（In-Client OAuth）と連携す

図１ Zoom Apps化した TMR（図右側） 
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ることで, Zoom Appsとして Zoomデスクト
ップクライアントに統合できる.  

TMR の主な機能はテキストマイニングに
よる音声情報の可視化である（抜山・喜多

2022）. たとえば, TMRは音声情報を文字起
したテキストに, Janome で形態素解析を行
い , scikit-learn で tf-idf を施したうえで , 
wordcloud で画像化する. これらの機能は
Pythonのライブラリで実装している（図 2）.  

2.3. TMRの画面 

 TMR の主な画面は入力画面と分析結果画
面, ヘルプの３つである. 入力画面は, 分析
対象のテキストを挿入したり, テキストマイ
ニング手法を選択したりする画面である. そ
して, 入力画面の情報をもとにテキストマイ
ニングを施した画像は分析結果画面に表示さ

れる. また, TMRの使用方法やテキストマイ
ニングの概要を説明するヘルプ画面がある.  
 
3. ユーザービリティ評価の実施 

TMR で使用するディスカッションデータ
は, オンライン会議の音声情報を Zoom の字
幕機能でテキスト化したものを用いる. 教授
者はそのデータを入力画面にコピー＆ペース

トして分析する．そして, 分析結果画面の画
像を学習者に共有してリフレクションを促す

ようにアドバイスする. これらの操作を教授
者がスムーズに行える必要がある.  
ユーザービリティ分析の方法には, 自動的

と経験的, 形式的, 非形式的の４つがある . 
このうち, 経験的な分析が最も簡便であり, 
かつ開発サイクルの初期から用いることがで

きる. NIELSEN（2020）は経験的な分析手法
として, ヒューリスティック分析を提案して
いる. ヒューリスティック分析は「システム
状態の視認性」や「システムと現実世界の一

致」など, 10項目を評価する分析手法である.  
本研究ではシステム利用者（教授者）に近

い属性を持ち, かつ学習の専門的な観点から
ユーザービリティを評価できることから, 教
育工学分野で修士号を持つ IDer に分析を依
頼した. 分析にあたって, オンライン会議で, 
TMRのヘルプ画面を用いて IDerにシステム
の操作方法を説明した . そして , 教授者が
TMR を利用しやすいかという観点からヒュ
ーリスティック分析で評価するように依頼し

た. TMRの操作を 20分行った後, IDerから
フィードバックを受けた.  

IDer から, TMR には必要なヘルプが備わ
っており（項目 10; NIELSENの評価項目番
号, 以下同様）, 必要最小限の画面で分かり
やすく機能を提供していることを評価された

（項目１, ４, ６, ８）. その一方で, テキス
トマイニングについての説明がヘルプ（項目

10）にしかなく, 入力画面では確認できない
点が課題として挙げられた（項目２）. 
 

4. まとめ 

TMR はシンプルな３画面構成であるため, 
前節の項目が評価されるのであれば, 教授者
が一人でシステムを利用できると判断した. 
一方, 項目２で指摘されたように, 一般的な
教授者はテキストマイニングについて専門知

識を有していないことと思われるため, より
丁寧な説明が求められることが分かった. 今
後, 入力画面でもテキストマイニングの解説
をするツールチップを表示するなどの工夫を

行っていく. 
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図２ TMRのシステム構成 
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